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史
斛
の
發
見
に
一
：稲
あ
る
。

一
つ
は
人
の
知
ら
な
い
新
史
料
を
發
見
す
る
こ
と
で
、
他
の
一
つ
は
旣
に
知
ら
れ
て
ゐ

る

史
料
に
つ
い

. 

て
新
し
い
價
値
を
發
見
す
る
こ
と
で
あ
る
。
前
者
の
場
合
に
は
勿
論
大
な
も
努
力
を
必
要
と
す
る
が
、
運
の
よ
い
場
合
に
は
あ
ま
り
勞 

せ
ず
し
、て
珍
し
い
：史
料
を
發
觅
す
る
こ
と
が
あ
る

0;
.'後

者

の

場

合

に

は

蓮

よ

り

も

識

見

の

優

秀

な

こ

と

を

よ

り

多
く 

•
要

求

さ

れ

るo

人

 

の
輕

S

に
看
過
し
て
ゐ
た
事
實
を
發
見
す
る
O '

に
は
、
，普
通
以
上
の
知
識
と
ぞ
れ
に
培
れ
た
史
的
直
觀
力
を
必
要
と
す
る
。

園
旧
一
龅
氏
が
硏
免
の
.對
象
と
し
た「

韃
靼
漂
流
記」

は
脱
_

新
し
い
史
料
で
は
な
い
。
.德
川
時
代
^

も
、
又
明
治
以
後
.に
も
汸
間
に
. 

相
當
流
布
さ
れ
て
ゐ
た
書
物
で
I

。
殊
に
元
，S

帝
國
文
庫
の「

漂

流

奇

隱

J

に
收
め
ち
れ
て
ぎ
か
ら
、
こ
れ
を
請
ん
だ
者
は
決 

し
て
少
な
し
と
し
な
い
。
し
か
し
そ
の
.史
的
價
値
を
認
識
レ
た
款
は
恐
6>
1
.く
寥
今
た
る
も
の
で
あ
ら
ぅ
0

早
く
は
女
内
^

^

:

s
:
^

上
が 

こ
れ
を
認
め
、
未
だ
そ
の
硏
究
の
大
成
を
見
ざ
る
ぅ
ち
に
物
故
さ
れ
た
の
.で
あ
つ
た
。
'今
園
田
成
が
そ
の
.硏
.究
と
考
證
を
资「

へ
、
こ
れ 

を
公
刊
さ
る
る
.
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。

.

,

.

「

韃
靼
漂
流
記」

^

い

ふ

の

は

、

寬
永
ー
一
十
，一
年
，四

月

で

日

越

前

國

坂

丼

郡

三

國

浦

^

^

村

の

船

頭

竹

內

藤

右

銜

門

、
萁

子

篇

藏

及

ガ

嚷

兵

右

霸

馨

養•

!

霊

凝

貿

裏

葛

蛋_

_

歡

_

»

_

.

^

^

^

«

■̂

昏

*

■

货

レ

、

；

一

阖
IJ
1

ー
龜
著

「

韃

翘

漂

流

記
.

の
：

.

硏
究J

 

. 

. 

/
 

ニ
 

i

 

c

 

ニ 

j
:

六
b

 

ノ



■

财3

 

£

著
1
德
歡
流
.記
の
硏
究
''
:

• 

二 
5

ノ

2

ニ
-六
八)

'

て
®

_

ぬ
_

、1:
醫

_

_

'̂
;
靈

蓮

觀

B

«

_

i

_

—

,

_謹

者
證

甚

讓

で
あ
Iる
。
彼
等
の
I

施
し
た
場
所
を
園
田
氏
は
ゲ
0-

歉
聯
領
沿
溆
州
，
ポ
シ
土
‘ッ
.ト
_

顧
の
一
角
で
あ
み
と
い
ふ
，

o
,

彼
等
は
そ
こ
で
修 

■

.

綠
そ
の
他
の
‘準
備
を
完
了
し
て
歸
國
の
、途
に
っ
い
た
が
、
そ
の
，晚
に
不
幸
に
も
！$
び
大
風
に
遭
遇
し
て
'

最
初
の
漂
著
地
か
ら
西
方
約 

•

五
十
扭
の
御
岸
に
吹
き
流
さ
れ
た
の
で
あ
っ
声
。(

本
書
©.
八
I

丸
頁)

。
泚
等
は
こ
こ
で
土
人
の
陷
漱
に
I

V

竹
內
藤
右
衞
n

父
子 

を
始
め
四
十
三
人
は
殺
害
さ
れ
、
國
田
兵
右
衛
門
等
十
五
人
は
#.
.虜
と
,̂
:

っ
た
4

そ
.の
後
遭
難
地
か
ら
今
の
泰
天
に
送
ら
れ
、
さ
^
-に 

北
或
に
轉
送
さ
れ
た
、
北
京
滯
留
一
年
の
後
、
朝&

を
經
曲
し
て
、
遭
# ：
：
後
三
年
目
、
正
保
三
年
六
月
に
日
本
に
歸
る
こ
と
が
出
來
た
。•

.

做
に
こ
の
韃
龃
漂
流
記
は
通
常

'

い
は
れ
て
ゐ
る
や
ぅ
に
、‘
竹
內
藤
左
氍
門
の
手
記
で
は

.

な
く
し
て
、
國
田
兵
对
衞

h

:
宇
野
與
三
郞
の 

兩
人
が
越
前
か
ら
江
戸
に
召
喚
さ
れ
、’
幕
府
の
當
路
者
の
審
問
に
答
へ
た
記
錄
で
あ
る
。

ノ

し

，へ
‘
' 

,

■■
■

:

1>
-
.
;か
し
本
書
が
單
&:

:

を
漂
流
物

|

|

以
土
私

_

何
な
も
电
的
惙
値
鉍

_

於
ぞ
0 ;

被
0

1

 

が
な
か
っ
た
。
然
る
に
園
田
氏
の
研
究
に
依
れ
ば
、「

其
記
載
す
る
所
は
大
，體
支
那

•

朝
1

0

文
献
と
符
合
ず
る
。
•其
の
記
述
を
觀
る
も
、

ソ
漂
流

*

難
•

歸
國
の
前
後
叢
ぬ
奴
論

.

の

め

餘

所

購

靡

敗

國

か

赚

治

”

蒙

•

宗

敎
•

風

俗

*
.
語

-

 

.

.

.

.

.
t 

.

他
に
•亙0

て
..語
ル
る
も
の
で
あ
り
、
.實
は
普
通
.の
齋
流
奇
譚
^

は
«1

か
其
'̂
て
ゐ
る
P
.

:

殊
に
其
の
時
期
は
偶
然
に
も
淸
朝： 

が
奉
天
か
ら
北
京
へ
遷
都
せ
る
時
代
•
即

,t
>
入
關
直
後
の
こ
と
で
.あ
つ
.た
。•
彼
等
こ
そ
北
京
に
於
け
る
：大
淸
啼
國
の
店
開
を
實
際
に
目 

擊
見
聞
せ
る
日
本
人
.で
あ
っ
た
。從
っ
て
是
書
は
日
本
人
の
手
に
な
れ
る
淸
朝
入
關
時
の
參
考
史
料
と
し
て
唯一

無
二
.の
文
献
で
あ
る」

. 

,

•

.

.

圓

 

.
.
.
.
.
.
.
.

 

，

圓

 

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

、

(
1

六
1

七
頁)

。 

• 

,

:

勿
論
%.
れ

は

一
商
贤
'0
兒
聞
で
あ

り

、

記
述
も
不
正

"

確
：で
あ
る
こ

.

と
を
免
れ
な

.

い
が
、
；
園
田
氏

^

い
へ
：る
.咖
如
く
最
も
興
味
の
多
い 

'

時
代
に

.

：1

'

ケ
年
以
土
北
京

.

に
滯
在
し
，
身
親
し

<

明
朝

0

滅

亡

と

淸

朝

の

勃

興

と

を

見

た

の

：で

办

：る

か

ら

、

.

日

淸(

滿)

交
通
史
に
と
つ

て
重
要
文
献
た

.

る
こ
と
を
失
は
な
い
。 

:

, 

.
、

■■
■

.

.

'

:

.

〕

.
_園
趣
^

0
硏
究
方
法
.は
文
麕
及
び
書
籍
：の
史
的
檢
討
と
し
で
誠
に
拍
し
い
.も
の
で
あ
る
夂
先
づ
そ
の
檢
せ
ら
れ
た
諸
傅
本
に
つ
い
て 

的
容
を
檢
时
さ
れ
系
統
を
訪
ね
ら
れ
た
の
'は
、
，こ
の
種
の
树
究
と
し
て
當
然
な
さ
'ね
ぱ
な
ら
ぬ
こ
：と
で
あ
.る

に

狗

ら

ず

、

.そ

の

業

の

容
 

易
な
ら
ざ
る
た
め
、

I..

般
に
忽
せ
に
さ
れ
て
ゐ
た
こ
と
で
あ
る
。
氏
は
こ
の
，書
の
系
統
を
一I

つ
と
さ
れ
、
甲
種
ホ
六
種
、
こ
麵
は
四
種
、
 

さ

ら(

に
芮
^

^

で

引

用

書

把

锋

つ

；
て
：：そ

朽

卷

知

'|
)
'
:
#备

未

見

本03
;

種
5:
揭

げ

尤

ゐ

，

.
0れ

石

。
：
用

種

め

漂

流

年

代

：は

寬

永

十

三

、

同
一
一 

:

:十
フ
：_

-1
:

母
|

#
;4
:
:̂

蔓

^

で
あ
态
が
、
：六
截
.の
中
四
&

,'
'
.と

し

て

；
ゐ
：：る

:'
0

つ

蠻

め

如

义

各
_

の

内_容

は

所

：記

の

徵

流

年

代

^

傲

つ

..て

ど
同
一
で
あ
る
o

從
つ
て
十
數
種
の
興
本
も
遡
源
追
究
す
れ
ば
結
局
三
種
に
落
付
く
-と
と
に
な
る
ご(

一
四
頁〕

0
し
か
し
氏
は
何
れ
が 

破
も
槔
源
的
孩
^

©

^
あ
る
_

に
0

^
黑

ば

斷

定

さ

れ

セ

：
ゐ

#

，庫
本̂

}

.

を
採
用
さ
れ
て
ゐ
る
の
を
見
る

>

ノ
：他
の
諸
本
と
異
な
る
點
を
多
少
附
記
さ
れ
て
ゐ
る
と
は
い

へ
、

布
井
本
を
觉
本
と

B

ち
れ 

た
の
で
あ
ら
ぅ
。 

.

,

.

.

.'
-
'へ
：_

^

で
-0

田

民

せ

：韃

鞑

纏

流

記

，に

關

.̂
る

從

來.の

紙

洗

、
；

1

川

嗷

代

：が&;
:
明

治

无

茈
;-
;
:

>^

洗
^

ー
解̂

4

れ

て

ゐ

る0
:
こ
れ
も
こ
の
種
の
.硏
究
に
は
當
然
な
こ
.と
で
は
扒
る
と
い
へ
.
、
容
易
な
仕
事
で
は
な
い
。

.

,

か
く
漂
流
.記
そ
の
.も
.の
.
に
つ
い
て
、
周
到
な
研
究
を
.な
し
た
る
後
、
氏
.は
こ
の
事
實
に
關
す
る
調
资
：に
步
を
進
め
ら
れ
、
內
外
办
記
" 

錄

-•
«

_

: &

檢
£

さ
^

た
ぼ
が
％
龙

な
'<
-:

リ
親
ぱ
<:

秦
天
.に
居
«

也

レ

れ

：だ

同
.氏

：は*:
:

地

調̂

さ

れ

、;'
'
.
漂

流

民

の

生

地

セ

あ

る

福

井

三
 

國
の
地
に
赴
き
遺
蹟
を
訪
ね
、
.史
料
•を
敗
集
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
の
勞
や
頗
る
大
な
^

と
い
は
ざ
る
を
得
な
い
-̂
か
く
十
年
近
く
に
及
ぶ 

研
究
■の
成
果
が
本
篑
で
あ
る
か
ら
、
頗
る
見
るt

き
も
の
が
多
い
.0

殊
に
漂
流
民
を
奉
天
へ
、
奉
灭
か
ら
北
京
へ
、-
さ
ら
に
北
京
か
ら 

圍
2

ー
齙
潢
1
_

勒
漂
流
記
れ
硏
究
.，.
'

.-
 

ン

/ 

ニ
ニ

.

(

ニ1

六
九〕

，



間s

一.

雜
著
”

m

靼
德
流
記
の

.

硏
究」

,

」

 

.ニ

i
n

 

-

ぺ
ニ

1
.

七
8

 

京
域
、
京
城
か

.

ら
ハ
金
山
へ
，輸

送

し

た

徑

路

の

調

奄

の

如

き

、

.

常
時
の
交
通

&

送
の
狀
態
を
讀
者
に
彷
彿
た
ら
し
む
る

.

も
の
が
あ
る
，

> 

加 

ふ
る
に
從
來
相
當
權
威

.

あ
，る'

著
作
の
誤
謬
を
摘
發
せ
る

.

も
の
も
少
な
く
な
；い
。
例
へ
ば「

通
航
一
覽
し
に

.

「

韃
靼
人
附
添
ひ
：

y

戶
ベ
下
る
し 

と
あ

.

る
こ
と

.

の
全
然
誤
謬
で

.

あ
る
が
如
き
で
あ
‘

る(

一
八
八
頁)

。

：
 

• 

, 

- 

■ 

■

か
く
本
書
は
非
常
な
努
力
に
依
つ
て
史
料
を
蒐
集
さ
れ
た
研
究
で
あ
る
こ
と
は
毫
も
疑
ひ
な

.

い
し
、
そ
の
硏
究
法
も
頗
る
正
し
い

i

.

, 

. 

.
 

' 

* 

'
.

し
か
し
な
ほ
全
然
遺
漏
な
し
と
は
い
ひ
得
な
い
。
例
べ

.

ぼ

本

書

.ニ
一

 

四
頁
に「

德
川
實
紀」

正
保
三
年
八
月
七
日
の
條
を
引
用
し
て
、
宗 

»

馬
守
か
ら
朝
鮮
へ
送
づ
た

^

書
に
つ
い
て

^

ベ
、「

之
.

が
原
文
は

.

今
日
之
を
見

.

る
こ

.

と

出

來

な

い

が

し

云

Z

と
記
さ

4

て
ゐ
る
が
、
と 

謝
膚

.

淹
«

は

謹

蘼

邀

圖

書

値

麗
0

«

本
宗
：家
次
書

.

中
朝
鮮
往
復
:«

第
;-
+
*

;
.

.

1
.

« :

忙

存

し

'て

ダ 

題
し
て

r

不
時
之
書
、

.

髂
段
之
返
簡

.

」

ど
.

い
.

ふ
？ 

/

 

'

な

谣

本

國

臣

從

四

觫

^

ー

待

循

難

馬

州

太

守

:.
:

へ
へ
：
：'

,

.

興
民
裕
泰
肷
之
余
亦
無
它
勿
勞
遐
懐
來
所1

K

 

‘

.

•

 

■

本
邦
漂
流
之
说
自
韃
魍
國
轉
徙
赴

 

' 

• 

‘ .

.

.

:

貴

國

乃

：懇

遇

达

議

到

屢

其

ロ

.

激

考

於

別

錄

無

以

裹

焉

余

錄

侍

(

$

;:
:

'

;

^

ぐ
:-
'
-
'
-

〈

だ

• '

.:;
聞

我
' 

ぃ

,:,
-讀

ハ
'
一
く̂̂
^̂ 

.

.

.

.

參
：：

麵
 

::
;;

'
:
:
.
:
:
:
っ

;■
:
.
;
貴

大

君

也

余

頃

者

 

V
.

:
:

:
:

,

:'
L

:
:
:
ベ

'

へ
.
.
:
:
.
::

,

; '
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